
 QIHのヘッドクォーター機能を強化し、日本の量子技術に関す
る情報等をワンストップで把握する体制を構築し、産学及び海
外機関との面的な連携を可能にする

 QIH等の各拠点の強みを群として結集したフラグシッププロ
ジェクトを創設し、誤り耐性量子コンピュータの大規模化に必
要となるスケーラブルな要素技術開発と量子センシングの臨
床応用や創薬、食料、環境等でのユースケースを開拓する

（事業の目的）
 量子技術は、我が国の産業競争力や経済安全保障に不可欠

な先端技術
 「量子技術イノベーション会議」のもと、量子技術イノベーション

拠点（QIH）を整備し、人材と技術を結集した国際ハブ（拠点）
の整備を進めてきた

 一方、個々の拠点は成長してきたものの、現状では拠点間の
連携や司令塔・窓口機能が十分とは言えず、オールジャパンで
量子技術の開発等を推進する体制への発展が急務

 そこで、司令塔である内閣府の下でQIHの機能を強化し、国内
の量子技術開発等の活動状況の一元的な把握や窓口機能を
強化するとともに、戦略的な拠点横断型の技術開発により社会
実装を加速することで、面的な国際及び産学連携を可能にし、
「Quantum-Ready」な日本の実現を目指す

（事業の概要）
• 個々の技術に強みを持つQIH等の機関間連携による戦略的技術開発

を行うことで、量子コンピュータの大規模化に向けた製造技術の開発

及び量子センシングのユースケース開拓を加速する

• QIHにおいて、産業界との連携機能を強化するために、情報の集約と

共有の促進や面的交流基盤を構築するとともに、産学官が連携し量

子技術分野における日本のプレゼンスを向上するための戦略的国際

連携機能を強化するための取組を前倒しして実施する

量子技術イノベーションの推進
（内閣府科学技術・イノベーション推進事務局）

令和７年度補正予算額 33.5億円

事業概要・目的 事業イメージ・具体例

資金の流れ

 有識者会議の旗振りのもと整備されたQIHの機能を強化し、ア
カデミア・産業界・政府が連携することで、量子技術の基礎研
究から社会実装までのプロセスを加速する。

 ユースケースや新たなビジネスモデルの創出、産業化の促進、
国際競争力の強化が期待され、2030年目標の実現に大きく貢
献する。

期待される効果
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理化学研究所

基礎研究から社会実装まで
産学官で一体的に推進

量子センサ拠点
（東京科学大学）

量子技術基盤・量子生命拠点
（量子科学技術研究開発機構）

量子マテリアル拠点
（物質・材料研究機構）

量子化学産業創出拠点
（東海国立大学機構）

光量子科学拠点
（京都大学）

量子・AI融合技術ビジネス
開発グローバル拠点

（産業技術総合研究所）量子コンピュテーション開拓拠点
（理化学研究所）

量子ソフトウェア研究拠点
（大阪大学）

量子コンピュータ利活用拠点
（東京大学企業連合)）

量子国際連携拠点
（沖縄科学技術大学院大学）量子ソリューション拠点

（東北大学）

量子セキュリティ拠点
（情報通信研究機構）
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